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令和２年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和元年度実績に基づく評価） 作成日 令和 2 年 7 月 3 日
基本目標名 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり
政　策　名 4 誰もが住みたいと思う魅力あるまちづくり
施　策　名 1 都市ブランド戦略の推進

施策関係課 総合戦略推進室、産業立市推進課、観光立市推進課、スポーツ立市推進課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

国内の総人口 千人 126,443 126,167

市人口 人 119,348 118,450

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

目標 200 150 100 50 

実績 419 364

目標 300 250 200 150 

実績 485 418

目標 83.0 84.0 85.0 86.0 

実績 77.8 76.9 ブランド総合研究所による地域ブランド調査

目標 ブランド総合研究所による地域ブランド調査

実績 市政に関するアンケート調査

目標

実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 H30 R1 R2 R3

目標 18,300 18,800 19,300 19,800 目標 460 490 520 560 

実績 29,175 33,184 実績 417 390

目標 670 690 700 710 目標 2,000 2,200 2,400 2,600

実績 716 459 実績 1,475 1,639

目標 300 250 200 150 目標 50 50 50 50

実績 432 368 . 実績 32 34

目標 12 13 14 15 目標

実績 8.4 24.1 . 実績

目標 250 200 150 100 目標

実績 466 407 実績

目標 5 - - - 目標

実績 1 - 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和元年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和元年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和元年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性

施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

都市ブランド推進課

鈴木　誠蔵

施策の目
的

「対　象」

①国内に居住する人
②市民

①
市区町村の全国認知度ランキング
順位（全国1,000市区町村）

位

②
市区町村の全国魅力度ランキング
順位（全国1,000市区町村）

位

③
佐野市に住み続けたいと思う市民
の割合

％

成果指標の
取得方法

④

⑤

積極的な
シティプロ
モーション
の推進

①国内に
居住する
人
②市民

①様々な情報発信媒
体を活用し、市内外
の多くの人に、本市
の情報に触れてもら
う
②佐野の魅力を知っ
てもらい、郷土に対
する誇りを持ってもら
う

①
さのまるツイッ
ターフォロワー数

件
推進体制
の整備と
連携強化

①庁内体
制
②市民
③他自治
体、企業、
団体、大学
等

連携を強化し、一
丸となって本市の
魅力をPRする

①
「さのまるサポーター
ズ」企業・団体・プレミ
ア会員数

会員

②
さのまる派遣回
数

件 ②
「さのまるサポーター
ズ」個人会員数

会員

③

市区町村の全国情報
接触度ランキング順
位（全国1,000市区町
村）

位 ③
自治体間交流回
数

回

「佐野ブラ
ンド」の価
値の向上

①国内に
居住する
人
②市民

①佐野ブランドを
知り、魅力を認知
してもらう
②認知されていな
い地域資源の魅
力を再認識しても
らう

①
佐野ブランド認証
品の認知度

％ ①

②
市区町村の全国地域
資源ランキング順位
（全国1,000市区町村）

位 ②

③
新商品開発（検
討）数

点 ③

・「さのまる」の活動拠点の移転や整備についての検討を進めるとともに、人の多い場
所でのＰＲやＳＮＳを活用した情報発信により、「さのまるの家」の知名度を向上させ
る。
・親善都市や関係自治体等と連携しながら、ＰＲ効果の高いイベント等に積極的に参加
し、本市の認知度、知名度の向上を図る。
・「さのまる」の運用・運営方針についての考え方、方向性をまとめる。
・佐野ブランド認証品のＰＲを戦略的・効果的に実施する。
・シティプロモーションを円滑に推進するため、庁内組織や人材を有効に活用する。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・さのまるの新たな活動拠点となる、さのまるの家の候補地について検討進めるとともに、インスタグラムを活用した「さのま
るムービー」をさのまるの家から配信し、ツイッター、フェイスブック、ブログ等ＳＮＳを駆使した情報発信によるさのまるの家
の認知度向上を図った。
・親善都市、交流ある自治体などとの連携、また全国47都道府県制覇企画を推進するなど、既存交流自治体のみならず、
新たな自治体とも積極的な交流を行った。
・東京でブランドフェアを開催し、さのブランド認証品や名産品のＰＲを実施した。「さのブランド認証委員会」を開催し、新認
証品募集の検討を行ったが、令和元年東日本台風災害対応で、募集及び認証は翌年度へ延期とした。ピックアップブランド
とした「佐野黒から揚げ」は、佐野から揚げ協会と連携してプロモーション活動を行い認知度向上に努めた。
・民間委員からなるシティプロモーション懇談会を開催し、意見を伺った。若手職員有志によるキャッチフレーズ検討会を立
ち上げシティプロモーションに対する意識向上と人材活用を図り、㈱ＪＴＢからの職員派遣による民間ノウハウを活かした全
庁的な体制づくりを進めた。
【成果指標達成状況】
・インスタグラムを活用した「さのまるムービー」をさのまるの家から配信し、ツイッター、フェイスブック、ブログ等ＳＮＳを駆使
した情報発信と併せてさのまるの家の認知度向上を図り、昨年度を上回る市区町村の全国認知度及び全国魅力度ランキ
ングを獲得したが、市に住み続けたいと思う市民の割合を含む目標達成には至らなかった。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・さのまるの家の新たな活動拠点の整備について検討を行った。
・さの秀郷まつり、新都市ショッピングセンター、佐野ＳＡ等でのイベントに出演し、
ＰＲ活動を実施した。
・ツイッター、インスタグラムなどＳＮＳを駆使した情報発信を行った。
・各ブランド大使によるさの秀郷まつり出演によるメディアＰＲ、ＪＲバスへのフル
ラッピング広告による首都圏でのＰＲ等を実施し、関係自治体とのイベント交流、
全国47都道府県制覇企画など行い、新規自治体とのコラボを実施し、本市の認知
度・魅力度の向上を図った。
・有料広告枠を設けた新たなさのまる衣装を新調し、さのまるの認知度向上と広告
収入の道筋を作った。
【成果指標達成状況】
・佐野ブランド大使の活用やSNSを用いた積極的なシティープロモーション活動を
行うことで、目標を大幅に上回るツイッターフォロワー数、昨年度を上回る全国情
報接触度ランキングを獲得できた。
・さのまるによる市のPRについては、市内外で積極的な活動を行ったが、令和元
年東日本台風災害及び新型コロナウイルス感染症対策での活動自粛により、派
遣目標達成には至らなかった。

【基本事業の取組方針達成状況】
・さのまるサポーターズの会員増を図るため、市内外でイベントを開催・出演・チラシ
の配布、及び広報さのやＳＮＳ等を用いた周知活動を行った。
・これまで交流を培った自治体と双方でのイベント出演など、相互交流を通じたPR活
動を行った。
・ＪＴＢからの派遣職員による各部連携した横断的取り組みや、民間と協力した新しい
観光ツアーを開発し、シティープロモーション力の向上を図った。
・高崎経済大学と連携したキャッチコピーの制作、ＪＲバス関東と連携したさのまるラ
ガーシャツの作成など行い、シティープロモーション推進に努めた。
【成果指標達成状況】
・さのまるの市内外でのイベント開催・参加活動を行ったが、下半期の令和元年東日
本台風災害及び新型コロナウイルス対応による活動自粛により、さのまるサポー
ターズ会員の目標達成に至らなかった。
・民間企業及び大学との交流事業を行い、昨年を超える交流回数となったが、目標
達成には至らなかった。

【基本事業の取組方針達成状況】
・「佐野黒から揚げ」をピックアップブランドとして、佐野から揚げ協会と連携
してプロモーション活動を行い、認知度向上に取り組んだ。
・「さのブランド認証委員会」を開催し、新認証品募集の検討を行った。
・東京でのブランドフェアを開催し、佐野ブランド認証品や名産品のＰＲを実
施した。
・台風被害からの復興のため、「復興プロジェクト」として市内外でイベントを
開催し、再建のための誘客と継続的な支援を図った。
【成果指標達成状況】
・ピックアップブランドの売り出しなどPR活動により、目標を大幅に上回るブ
ランド認知度を達成した。
・ブランド認証委員会を開催したが、令和元年東日本台風災害及び新型コ
ロナウイルス感染症対応により、募集及び認証は翌年度へ延期としたた
め、地域資源ランキング、新商品開発数とも目標達成には至らなかった。

・さのまるの新たな活動拠点については、候補地検討を進めたが、実現には至らなかった。引き続き候補地検討を進めて行く。
・ツイッター、インスタグラムなどＳＮＳを駆使した情報発信を行うことで、フォロワー数が昨年度比4,009件増と、目標値を大幅に上
回った。
・さのまるを活用した、親善都市や交流自治体との連携、全国47都道府県制覇企画の推進等により、昨年度を上回る認知度、魅
力度ランキング順位を獲得した。
・さのまるを活用した新たな収益として、さのまるの衣装に有料広告スペースを設けて販売し、税外収入確保を図った。
・さのブランド認証委員会による新認証品認定は、令和元年東日本台風災害対応で、募集及び認証を翌年度へ延期した。
・佐野黒から揚げをピックアップブランドに指定し、佐野から揚げ協会と連携してＰＲ活動を行い、認知度向上に努めた。
・民間委員からなるシティプロモーション懇談会を開催し、同事業取り組みに対する意見を伺った。
・高崎経済大学学生及び若手職員有志によるキャッチフレーズ検討会を立ち上げ、シティプロモーションに対する意識向上と人材
活用を図った。
・㈱ＪＴＢからの職員派遣による民間ノウハウを活かした新たなツアー事業の展開や、全庁的なシティープロモーションの体制づくり
を進めた。
・首都圏で令和元年東日本台風被害からの復興を図る「復興プロジェクト」を開催し、支援への感謝と、再建に向けた誘客及び支
援の継続をお願いした。さのブランド認証事業者による災害募金額30社274,212円。
・地域おこし協力隊テルさんの協力で、復興デザインを作成し、庁内、民間希望者で使用するなど復興機運を高めるとともに、市の
プロモーションを図った。

・施策コストは、決算額約25,745千円（前年度約44,499千円）で、前年度に対し約18,754千円の減額であった。主な要因は、佐野パ
パプロジェクト推進事業(約15,000千円)の終了、令和元年東日本台風災害及び新型コロナウイルス感染症対策によるさのまるプロ
モート事業自粛（約2,218千円）、㈱JTB派遣職員に対する負担金（約1,300千円）の減によるもの。

【令和２年度で解決する課題】
・さのまるの新たな活動拠点の確保
・キャチコピーの作成、決定

【令和３年度以降にも引き継がれる課題】
①さのまるの認知度向上
②さのまるの新たな運用、運営方針の検証
③さのブランド認証品の効果的なＰＲ

【令和３年度重点課題】
④効果的なシティープロモーションを推進する人材育成

①関係自治体、親善都市などで行われるＰＲ効果の高
いイベントへの出演、及び各ＳＮＳを利用した情報配信
を行い、佐野市とさのまるの認知度向上の取り組みを行
う。
②社会情勢やご当地キャラクターの状況に柔軟に対応
したさのまるの運用方法を研究する。
③ピックアップブランドの推奨など、耳目を集めるＰＲ、
及びブランド認証委員会や民間と連携したプロモーショ
ンを展開する。

④㈱ＪＴＢ派遣職員を活用した各部横断的取組や、市
民・団体・大学・高校などと連携した事業に取り組む中
で、シティープロモーションを推進する人材の育成を図
る。

成果指標
設定の考え方

①②本指標は、広く国内居住者を対象とした
アンケートに基づく全国の地方自治体の認知
度及び魅力度を順位付けしたものであり、都
市ブランドとしての佐野市の状況を把握するこ
とにより各種事業の成果向上が期待できるた
め、成果指標として採用した。
③佐野市に住み続けたいと考えている市民の
割合を把握することにより各種事業の成果向
上が期待できるため、成果指標として採用し
た。

施策の目
的

「意　図」

①②佐野市の魅力を高めるとともに認知度を
向上させ、佐野市を訪れたい・暮らしてみたい
まちにする。
③佐野市に住み続けたいと思うとともに、佐野
市に対する誇りや愛着を醸成する。

施
策

基
本
事
業

積極的な
シティプロ
モーション
の推進

・「さのまる」の活動拠点や環境の整備
について方針を定める。
・市内での集客力を有する施設や市外
における賑わいのあるイベントに積極
的に出演し、「さのまる」と「佐野市」を
PRする。
・SNS、ホームページなどの各種広告
媒体の活用を充実させ、効果的な情報
発信を行う。
・メディアやイベントなどへの佐野ブラ
ンド大使等の出演により、本市の認知
度、魅力度の向上を図る。
・親善都市や関係自治体等と連携し、
相互協力によるさらなる知名度アップ
を図る。
・「さのまる」の運用について、より効率
的・効果的な運営方法を具体的に検証
する。

推進体制
の整備と
連携強化

・さのまるサポーターズの会員
増による支援体制の強化を図
る。
・さのまるや佐野ブランド姫の
活動を通して生まれた自治体
間の交流を活用し、相互での
プロモーション活動を実施す
る。
・民間からの職員派遣による地
域活性化、民間のノウハウを
生かした全庁的なシティプロ
モーションを推進する。
・市民や企業、大学等と連携し
た協働によるシティプロモー
ションの推進に取り組む。

「佐野ブラ
ンド」の価
値の向上

・さのブランド認証品の知名度向
上を図るとともに、特産品や新産
品をピックアップして売り出すな
ど、新たなPRに取り組む。
・新しいブランド認証制度を実施
し、制度の意義、実効性を高め
る。
・認証事業者と協力・連携して、地
域資源を再認識し、新たなPR戦
略を展開する。

施
策
の
基
本
情
報

・ゆるキャラグランプリ2013においてさのまるが優勝したときと比べ、「ゆるキャラブーム」の勢い
が沈静化している。
・さのまるの活動については、関東地方に重点を置くとともに、地域に根差した活動を充実すべ
きであり、定住人口の増加に向けては近隣市町の子育て世帯をターゲットとすべきとの提言を
いただいた。
・シビックプライドを醸成し定住促進に重点を置く必要がある。
・ハード面の整備と共に、受け入れをする市民や地元企業の「おもてなし精神」の醸成も重要で
ある。
・令和元年東日本台風及び新型コロナウイルス感染症対策として対外活動に制約が発生する
中、新たなプロモーション活動によるブランド戦略が求められている。

市民一人ひとりが、本市のシティプロ
モーションの当事者であるという意識を
持ち、本市をPRするとともに、おもてな
しの心を持って、本市の魅力を発信す
る。

本市のシティプロモーションを担う当
事者であるという意識を持ち、本市の
個性と魅力にあふれた商品開発・販
売等をすることにより、積極的に本市
の魅力を発信する。

・市長をトップセールスマンとし、職員全
員が、本市のシティプロモーションを担
うセールスマンとしての自覚を持ち、積
極的に、本市の魅力を発信する。
・台風や感染症等災害に対応する新た
なプロモーション活動方法に取り組む。


